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はじめに

最近，体育科教育に関する能力給や学力論が盛

んに論叢されるようになった。そのような中で，

筆者は「体育科教育のめざすものは何か」「何を

教えるべきか」「どのような能力を身につけたら

よいのか」ということを明らかにし，さらには

「体育科教育における学力とは何か」を追究して

いきたいと考えている。本稿では以上のようなこ

とに接近するために「バスケットボール学習に

おける技術認識」の問題ついて述べることにす

る。

Ⅰ　体育科教育のとらえ方

体育科教育の本質や独自性については，社会的

に必ずしも統一された見解に達しているとはいえ

ない。筆者は，教科成立の根拠や背景を「学問，

技術，芸術などの文化である1）」という論拠に基

づいて，体育科教育の独自性を「運動文化に関す

る科学の継承・発展2）」にあるととらえている。

また，「体育が教科であるためには，意識化し，

認識し，思考するという側面を欠くことはできな

い。体育において認識し，思考する領域は，体育

という社会的，文化的現象を対象とする認識領域

と，子どもに自分の身体的活動の能力を自覚させ，

どのように高めていくかという合理的な研究，技

術を高めるための実践という，自己に対する認識

領域である。体育の技術に対する認識は，およ

そ，この客体的と主体的の2慣域につきる3）」と

述べられているように，歴史的，社会的に継来さ

れてきた「運動文化の獲得・継承を通しての認

識」と「からだと運動文化とのかかわりについて

の認識」を問題にする教科であると考えている。

以上のことから体育科教育の目標を「運動文化

に関する科学的認識4）」ととらえ，教えるべき内

容は「運動文化に関する科学5）」であるととらえ

ている。「運動文化に関する科学」とは「運動文

化の歴史性，文化性，そして，それらを創造し，

発展させてきた主体としてのからだ科学性，及び

運動文化自身のもつ技術的側面の法則性と技術発

展の方向性などについての認識である6）」と述べ

られているように体育科教育においては運動文化

を総体としてとらえるような科学的認識の形成を

最も重視しなければならないと考えている。

Ⅱ　バスケットボールのとらえ方

1　バスケットボールの特質

運動文化の特質とは，その運動文化の特徴を表

わしている本体をさすものであり，それぞれの運

動文化がもっている「面白味や持ち味」のことで

ある。つまり，他の運動文化にはないその運動文

化独自の特性（本質）であると考える。

バスケットボールのような球技の特質は「ポー

ルを媒介として行う運動」というように総称して
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述べることができる。しかし，総称では，それぞ

れの球技の特質を十分表現していることにはなら

ないので，それぞれの球技の「技術的特質」、で表

現することにする。

それぞれの球技の技術的特質は，「得点を決め

るその形式と内容」にある。そして，その得点の

方法や決め方に施設・用具，人数やボールの操作

などを規定するルールがあると考えることができ

る。

そこで，バスケットの技術的特質を「コソビネ

ーショソを含むシュートS）」ととらえる。これは

バスケットボールにおいては，二人以上の味方が

意図的に動いて，′亀スをつなぎ，シュートに結び

つけていくととが一番の而白味であるととらえる

からであるら

2　バズヶヅ・トポールの基礎技術

運動文化の基礎技術を荒木は「第1に，学習し

ようとする運動文化の本質（特質）を形成している

最小単位の技術である。つまり，特質を失わない

範囲で単純化した技術である。第2に，最初に練

習しい最後まで（ゲームがある場合はゲームまで）

質的に発展する内容をもった技術である。つま

り，形式や形態が変わっも，最初から練習し，習

得した技術が質的に発展し，ゲームにも生かされ

最後まで発展していくような内容をもった技術で

ある。第3に，学習（習得）する運動文化の技術

習得については，証もが必ず体験し，習得しなけ

ればならない技術である。つまり，ある特定の人

や能力の低い人だけが練習し，習得しなければな

らないような特殊な技術ではなく，誰もが必ず体

験し，習得しなければならない普遍的な技術であ

る。第4に，ある程度の運動量を有し，児童生徒

が興味をもって，容易に習得できる技術である。

つまり，誰もが興味をもち，一定程度の努力や練

習によって，それ程の苦痛や練習回数を伴わない

で習得できるようにモディファイされ準備された

技術である9）」と規定している。そしてバスケッ
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トポールの基礎技術を「2人のコソビネーショソ

によるパスからのシュート」としている。

一般的に基礎技術を考える場合，基礎技術に対

する考え方や根拠があいまいで，きわめて現象的

把経がなされていたり，また，現象的な運動形態

を棄素主義的な分析に基づいて，その要素，また

は，分析した要素をいくつか寄せ集めて基礎技術

としていたり，さらには，練習順序のなかで先に

練習する内容が後で練習するものの基礎である，

という基礎技術観もあるように患われる。

たとえば，バスケットボールの場合には，フッ

トワーク（ダッシュ，ストップ，クーソ，ステッ

プ等），パス（チェスト，ショルダー，オーバー

ヘッド等），ドリブル（高い，低い，速い，遅い

等），シュート（片手，両手，ジャンプ等）とい

うように細かくあげていけば数十項目にわたる内

容が基礎技術としてあげられている場合が多い。

このように一つ一つの個々の技術を基礎技術とす

る場合と，個々の技術をいくつか寄せ集めて基礎

・技術とする場合，さらには，個々の技術を全部ひ

っくるめて基礎技術とするなど，それを用いる人

により，また，基礎のとらえ方によって様々であ

る。また，バスケットボールでは個人技能として

「フットワークやパス」をあげ，それらの個人の

技能をすべて基礎技術ととらえ，コソビネーショ

ン技術や簡単なフォーメーショソ技術を応用技術

ととらえる考え方もかなり広く認められている。

バスケットボールの基礎技術を「2人のコソビ

ネーショソによるパスからのシュート」ととらえ

るのは，パスや‾ドリブルというように個別化され

た技術そのものを基礎技術ととらえるのではなく，

2人のコソビネーショソを成立させることを前鍵

条件とし，そのコソビネーショソの内容をシュー

トと結合させることによって基礎技術が成立する

と考える立場である。？まり，／ミスだけドリブル

だけ，シュートだけでは，バスケットボールの技

術的特質である「コソビネーショソを含むシュー

ト」を十分に満たしているとはいえず，コソビネ
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ーショソの成立を前提として初めてパスやシュー

トの技術が基礎技術としての意味をもつようにな

ると考える。

岸野は，「チーム・ゲームは個人技ではない。

球技においてポールを投げるというのは相手側の

妨害をフェイソトをかけながら味方にパスするこ

とであり，キャッチするということは，投げる相

手を予測しながら球をとることである10）」と述べ

ていることからも明らかなように，パスやキャッ

チまたはシュートという技術は，味方相互または

相手との関連において成立する技術であり，単な

るパスやシュートは，パスやシュートというボー

ルを操作する動作を意味したとしても，球技で重

要な「予漸・判断」をともなったコソビネーショ

ソプレーとしてのパスやシュートとしての技術を

意味していないことは明らかである。

Ⅲ　バスケットボール学習の指導内容

体育科教育においては，歴史的・社会的に継東

させられてきた運動文化を継承・発展することの

できる主体を形成することをねらいとしているこ

とについては前述した。そして，そのような主体

者を形成するためには「運動文化に関する科学」

を教え，「運動文化を総体としてとらえ得るよう

な科学的な認識」を形成することが重要であると

いう立場に立っていることも前述のとおりである。

以上のように考える時「運動文化の総体」とは何

かについて明らかにする必要がある。

運動文化は，人間がつくり出した身体運動の体

系であり，それは，運動技術，規範，施設，用

具，制度，思想などによって構成されており，人

間の能力の歴史的な通産であり，人間によって継

承・発展させられてきた価値であるといえる。

体育科教育におけるバスケットボールの学習に

おいては，バスケットボールの「運動技術，規

範，制度，思想など」についての学習が運動文化

の総体をとらえる学習になるのである。つまり，

バスケットボールの技術に関する科学的認識・習

得を中心的課題とLJバスケットボールのもつ歴

史的・社会的側面とかかわる用具の改良・換作な

どと，ゲームなどの組織的内容をも含めて指導す

るもとが必要であると考えている。

以上のことをさらに具体化しなければならない

のであるが，次の中村の提案11）を参考にして考え

ていきたいと考えている。

学校体育は，大別して次の三領域の内容を指導

すべきと考える。

工　歴史領域

この領域では，人類のそれぞれの時代社会，階

級における運動文化の諸特性と，新しい運動文化

創造の歴史的必然性について指導する。

Ⅱ　技術領域

この領域では，運動文化の技術の分折・総合を，

実験・実習も含めて指導する。

Ⅲ　組織領域

ここでは，運動文化を享受し，また変革・創造

してきた組織的な活動の歴史，およびこれからの

集団や社会における組織的活動のあり方について

指導する。

これは，高校における指導内容として提案され

たものであるが体育科教育における内容方法はも

とより，体育科教育の能力給，学力論を追究する

ための示唆を与えてくれるものであると考えてい

る。

Ⅳ　バスケットボールにおける技術認識

バスケットボール学習の中心的課題としての

「技術に関する科学的認識・習得」の具体的な内

容について検討を加えることにする。バスケット

ボールの技術認識と習得は「コソビネーショソを

含むシュート」を技術的特質ととらえ，「2人のコ

ソビネーショソによるパスからのシュート」を基

礎技術として教授＝学習過程を進める。この教授

＝学習過程のなかで「何をできさせ」「何をわか

らせる」のかということについて，唐木は，「ひ
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とつは，運動文化を構成する道具つまりボールの

性質がわかること。第二に，そうした道具や自分

や仲間で構成するその運動文化独自の時間的空間

的場の性質がわかること。第三に，そうした場の

中でおりなす自分以外P人間と自分との樹き瓦

反応の仕方の性質がわかったこと12）」であり「道具

を支配する自由」と「場を支配する自由」と「集

団を支配する自由」を獲得することが技術の科学

的認識と習得ができたことであると述べている。

つまり，バスケットボールが「できる」「わか

る」ということは，「道具」であるボールや「場」

としてのゴールやコートの空間や「集団」として

の人間関係を支配する技術の科学的認識と習得で

あるといってよいのである。

以上の観点から従来のバスケットボールの技術

指導をみてみると，従来の指導においてはボール

の操作と身体操作が中心であり，「道具の支配能

力」の指導に重点がおかれていたように思われ

る。「人間関係の支配能力」については，攻撃や

守撃の守備の指導とかかわって指導がなされてい

た。「場の支配能力」については，「どこへ動い

たらよいか」という程度であり，それほど強調さ

れてこなかったように思われる。これは，バスケ

ットボール自体を「空間的概念」でとらえること

が不十分であったからであるように思われる。

1　バスケットボールにおける空間

バスケットボールゲームは，二つのゴール（バ

スケッ日　と，その間の床面に広がるコートにお

いて行われる。そして，ゴールが床と垂直な位置

にあるために，「縦と横」という平面的な2次元

の空間に加えて「高さ」という立体的な3次元の

空間でプレーするスポーツである。このように

「広さと高さ」から構成される3次元の空間をめ

ぐる攻防関係の技術がバスケットボールの中核的

な技術であるということができる。そして，この

ような観点でバスケットボールのプレーを構造的

にみると，コートの両端にある両ゴールを基点に
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した3次元の空間で攻防が行われていることがわ

かる。それを園に表わすと図1のようになる。

図1を僻撤すると図213）図3のようになる

図2・図3において，空間をAとBの二つに区

別してある。Bの空間は，攻防が最も激しく行わ

れる空間であり，攻撃側にとっては最もシュー下

しやすい空間である。B以外の空間をA空間とす

る。

バスケットボールのコートをプレーの構造から

分析すると上述の通りになるが，その「空間」を

更に分析してみると次の二つに分けて考えること

ができる。それは第ユには，シュートが入りやす

いかどうかで区分したフリースローレーソの内

（B空間）と外（A空間）である。これは，「場」

（図1）

「、－ 　ヽ A　‖三川 
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にあたる「物理的な空間」である。第2には，そ

の場の車で，プレーヤーが「意図的に創り出す空

間」である。シュートするためのノーマークの空

間といってもよい。この空間は，状況によって移

動したり，現われたり消えたりする空間であり，

プレーヤーがシュートをするための標的とする空

間である。この標的空間を「最重要空間」と呼ぶ

ことにする。

2　最重要空間

「最重要空間」とは，「シュートの可能なノー

クーク状態の場」であるから，シュートの成功率

の高い空間が限定される。さらにノーマーク状態

ということから守備との関係が問題にされる。つ

まり，「最重要空間」はプレーヤーの力量によっ

て決まってくるのであるから，現われたり消えた

りするものでありプレーヤーが意図的に創り出す

空間なのである。

また，「最重要空間」とは，「シュートの可能

なノーマーク状態の場」であるから，その「場」

の中に，ある条件が満たされた時に成立する空間

であるといえる。その条件とは，第1に，「シュ

ートがとどく」ことであり，第2には「ディフェ

ソスがいない」ことであり，第3には「パスがも

らえるかドリブルで抜ける」という≡条件である

と考えている。さらに，この三条件は最重要空間

を成立させるための意味内容であるとも考えてい

る。

以上のことからバスケットボールの技術は，

「攻防関係による最重要空間の争奪戦の技術」で

あると言ってもよい。また，最重要空間を「見つ

けたり，創り出したりして，使いこなすことがで

きる技術」であるとも言える。

3　「最重要空間」認識

教材としての運動文化の指導内容や指導法を研

究するにあたっては，次の二つの研究が必要とな

る。第1には，「運動文化の特質と技術構造を解

明」することであり，第2には，「子どもの発

達・認識の法則の確認」をすることである。

ここでは，第2の側面の確認をするために「最

重要空間認識」の実態調査を実施した。

－「最重要空間」認識についての調査－

（1）対象　　長野県短期大学1年生　40名

（2）期日　1983年11月

（3）調査方法　　質問に対する筆答

（4）質問内容

1　バスケットボールで最も重要な空間は，どこ

だと患いますか。（図と文章で蓑現し，その理

由を書きなさい。）

2　重要だと思う空間をどのように作りますか。

（5）調査の結果Ⅰ（質問1の解答）

調査結果は，図4のとおりである。学生の87．5

％がフリースローレーソとかかわらせて最重要空

間を認識していることがわかる。

その理由としては，「ウ′ユートの確率が高い」

「シュートしやすい」「パスをまわす空間であ

る」「シュートするためになくてはならない空間

だから」ということが上げられている。

フリスローレーソとは関係のない空間である

「コートサイド」や「バックコート」を上げてい

る学生もいる。また，最重要空間を図示せずに

「ボールとゴールをむすぶ空間」とか「攻撃して

いる逝サイド空間」「ボールをシュートしやすい

場所に運んでいく過程となる空間」といったよう

に「コートの不特定な空間」を文章で答えている

学生もいる。このように，「不特定な空間」を最

重要空間であると答えている学生は，ゲームの中

で「どこへ，どのように動いたらよいのか」を判

断できずにプレーしている学生であった。

また，空間を平面的に把撞するだけではなく，

立体的に把垣している学生が7．5％しかいないこ

とがわかった。

（6）調査の結果　Ⅱ（質問2の解答）

解答としては，「ポールをまわしてチャソスを

作る」「片サイドに引きつける」「出たり入った

りして気を散らせ，チャソスをねらう」「フリー
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バスケットボールで最も重要であると思う空間」　（長野県短大1年女子学生40人，第3時間日の調査）
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4去）。 1 �5h8X�ｸ6x,ﾈｦﾒ�zh*ｨﾘ(*(�"�7�5�/�-ﾈ.ﾘ+r�ｿ8ｭH�"�ﾕX-�,�.��荿.�,�.��wb�,袷8ｭH�"�3 人 7．5 ％ 凵｡立 体 的 把 塩 ��b�シュートする ためには、な くてはならな い空間‾ �"��ﾂ�R��2�

5 　Jq �2 人 5 ％ 劔���8ｿ��円糠の半分の 形の空間 ����ﾂ�(�CR��2�

∵　∴ �1 人 25 �7B�.��ﾂ�コ l ト の サ ��B�(���ｧ��コートの中央 は邪魔されや ����ﾂ�(�CR�

％ �5��8ﾒ��ｲ�8ﾂ��｢�92�,b�k2�ｭb�ﾅr�イ ド ��すい。 ��2�

二・十 �1 人 2．5 ％ 刄mヾ ツ ク コ ■t ト ��X�����*ｷ��速攻で攻めら れてしまう ����ﾂ�(�CR��2�

匝l ��1 人 2．5 ％ �+ｲ�,ﾂ��ﾂ�W2�<��.��4��ｶ"�コ l ト 全 ��h7ﾈ�ｸ8ｸ,h58�ｸ8ｸ/�ﾈｸ-Hｿ2���ｭB�カットする。 ����ﾂ�(�CX�2�17　攻げきしている辿サイド 仭8*(,H*(.��1人 2．5％ 

18ポールをシュートしやす い場所に運んでくるまで ��1 人 

9 �5h8X�ｸ6x+X."�1 

きく　　　’ �+x*(�"�人 2．5 ％ �+�+��ｭB�城 �,ﾈ暹/h,h,�.仭8ｭB��(�CR��2�
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スローレーソ外側に引き出す」「フェイソトをか

けて中に入る」「間をすり抜けて入る」「いつも

両サイドにだれかがいく」「全体を見通して敵を

ぬく」「5人が有効な位置につく」等であった。

この質問に対しては，「図示せよ」という指示を

しなかったため，具体性に欠け，全体として抽象

的であった。

（7）結果の考察

①　「最重要空間」についての認識は，多様で

あるため「シュートが可能で，ノーマーク状

態の場」を確認させるような「シュート位置

確認活動」を学習活動として位置づける必要

がある。

④　そして「最重要空間」を意識し，それを意図

的に創り出し，使いこなす技術が習得できるよ

うなコソビネーショソプレーの練習が必要であ

る。

◎　ゲームの中で最重要空間をどのように創り出

し，どのように使っていたかが客観化できるよ

うな「ゲーム分析法」を開発し，それによって

検証していく必要がある。

Ⅴ　バスケットボールゲームの分析

バスケットボールの学習において「道具」「場

（空間）」「集団（人間関係）」について，子ども

がどれほど支配能力を獲得したかを自覚させてい

くことが重要となる。この自覚によって子どもは

次に何を課題にしていったちょいかという目やす

を知ることになる。そのためには，客観的な判断

材料作りが必要になってくる。つまり，子どもの

動きをできるだけ客観化することのできる「ゲー

ム分析表」の開発が必要なのである。

従来開発されているものの中から「最重要空

間」づくりの過程でその評価に有効だと患われる

ものを上げると次のようになる。

1　「心電図」方式14）

この方式は，触球数やシュー、ト，パスのつなが

りを客観化するのに有効である。「道具の支配」

や「人間関係の支配」の能力が客観化できる。

（図5）

パス一　　一ドリ71レ、叫　シュート〇・一つシュート成功一〇′、一・〇

氏名 ��鰐球数 �5h8X�ｸ6r�シュート 成功数 

A ��X����������6ﾓ����������X�X耳�X,"�3 ���0 

B ������6x�茲�3 ���0 

C �������F(���3 ���1 

⊃ ���,H���X�ﾈxR�1 ���0 

2　「AB回数」方式15）

この方式は，図2，図3のように「A領域とB

領域」をどのように区別できているかということ

を客観化するのに有効である。

（図6）

／ポールが動いた　×カット失敗　○シュート　¢インコ」ル

ポー几〃捌き ��ノヾス �5h8X�ｸ6r�

A一寸A・ ����������������������ﾘ�����鴇 偖ﾂ�

A・→B �,ﾄｧ(�ﾈ�������阜 �"���R�

B→B ������ｨ���ﾂ�4 7 ��ｲ�

B→A ��������B�与 �+��

評価

A→A（A領域からA領域）調子を塩えてスキを作っているか

A→B（A領域からB領域）攻撃的に切り込んでいるか

B→B（B領域からB領域）フォローがとれているか（フォローもBB）

B→A（B領域からA領域）全体のたて直しができているか

3　「ABグラフ」方式16）

この方式は「最重要空間」を意図的に創り出

し，使いこなしているかどうかということについ

て客観化するのに有効である。

（図7）

バス－ドリ71レ・′】・ノ、シュート一一つ”、0　シュートイン・．・一〇〈一々　ミス×

A 領域 �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� 鳴�ﾂ�

B 領域 �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� �� ��

A→A �+(��/���*h,H5�4ﾈ/�ﾞﾈ,�,H*(.��14回 

A→B �(h-i��.異�/�,XﾕXﾈ(+X,H*(.��4回 

B→A �,ｸ-ｨ.絢ﾘ*ﾘ7H4�8ﾘ�ｸ/�竧,�,H*(.��1回 

B→B ��9�ﾈ/�+ﾘ,I+ﾈ+X,H*(.��1回 

1覆　今後の課題

本稿では，バスケットボールの指導内容のうち

「技術に関する認識や習得」の中心的課題である
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「場（空間）の認識」についての考察を加えたの

であるが，バスケットボールという運動文化を総

体としてとらえさせるためには，この他に歴史

的・社会的側面についての指導内容を明らかにし

なければならない。

また「科学的で民主的な指導系統」を明らかに

する必要がある。そのためには「子どもの発達，

認識の確認」もしなければならないのと考えてい

る。

以上のような観点で研究を深めつつ「体育科教

育における能力論や学力論」への接近を今後の課

題としたい。
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